















　 まず1章 で、外国人労働者受け入れをめ ぐ












































労働市場の実態 と乖離 してお り、中間的な労
働者の存在だけでなく、外国人労働者の国内




























































　　題等影響 もきわめて大 きいと予想 される
　　こと。
　①については、中村二朗 らの実証研究によ
り、労働需要が旺盛な分野では外国人労働者
が 日本人の雇用機会を奪ってはいないことが
明 らかになっていること、今後の必要確保人
数からして介護分野の労働需要は強いと考え
られることを述べる。
　② に関しては、就労条件が改善の方向に進
んでいること、介護分野は機械化や合理化が
困難であること、そして介護は成長分野であ
ることから、大 きな問題にな らないと述べる。
　③については、工場労働や建設労働など雇
用が景気に左右 される分野と異な り、介護労
働への需要は安定的に増加 してい く点を指摘
する。
　④ は、負担増と受益増のバ ランスで考える
べ き問題であ り、受益者が主に介護事業者で
あれば事業者に相応の負担を求めてい くこと
が考えられると述べる。
　⑤については、介護労働の開放は送 り出し
国が求めて きたことであること、 日本社会へ
の適応は受け入れ側の努力 と双方の慣れによ
り進む性格の問題であることを指摘する。
　以上から、EPAを介 しての介護労働者の受
け入れは、単純労働者受け入れの突破口にな
り得ると結論づける。そ して、現状の介護労
働者受け入れに関わる問題点が改善され、よ
り多 くの優秀な外国人労働者が介護分野で働
く日が くることにたいする期待を表明する。
さらに、ここで突破口が開かれれば、外国人
労働者を専門的技術的労働者と単純労働者と
に分ける二分法は消滅に向かい、受け入れた
人材をいかに育てて 日本社会に貢献する存在
にしてい くかが問われる時代が来ると展望す
る。
